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昭 和41年(3月末）昭和46年(3月末）昭和51年(3月末）

2,821人 2,274人 2,032人

2,950人 2,289人 2,119人
5,771人 4,563人 4,151人

明
る
い
家
庭

(
0子
ど
も
の
心
を
豊
か
に

0
話
の
は
ず
む
わ
が
家

0
感
謝
の
気
持
で
）

「
大
切
に
」

運
動
五
月
の
目
標

1,258世帯 1,177世帯 1,092世帯

転入した人
転出した人

人
人
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お
誕
生
お
め
で
と
う
＂
近
代
日
本
の
夜
明
け
と
い
わ
れ
た
明
治
か
ら
、
す
で
に
百
年
が
過
ぎ
ま
，
＇

女
香
奈
子
ち
ゃ
ん

ー
ー
し
た
。
町
内
の
各
小
学
校
で
も
、
同
じ
よ
う
に
百
年
の
お
も
み
の
あ
る
歴
―
―

中
野
今
宮
雅
司
さ
ん
長

美
和
ち
ゃ
ん

＿
＿
史
を
刻
み
、
開
校
百
年
を
記
念
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
行
事
が

小
藪
藤
井
正
さ
ん
長
女

――

上
森
山
新
山
進
さ
ん
二
男

一

も
た
れ
、
過
去
の
輝
や
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
ふ
ま
え
て
、
新
し
い
百
年

秀
樹
ち
ゃ
ん

i
i

下
鹿
野
川
木
村
忠
久
さ
ん
長
一
一
に
向
っ
て
出
発
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

男
裕
樹
ち
ゃ
ん

京

造

磯

具

長

信

さ
ん
二

’"

さ
て
今
月
は
、
こ
の
開
校
百
年
を
記
念
し
て
、
中
野
小
学
校
六
年
生
の

i

女
幸
恵
ち
ゃ
ん

汗

生

亀

岡

義
久
さ
ん
長

―

-
-
児
童
達
が
描
い
た
百
年
後
の
肱
川
町
の
展
望
を
紹
介
し
ま
す
。

男
昭
宏
ち
ゃ
ん

お

く

や

み

四

階

建

と

な

り

、

エ

レ

ベ

口
喜
さ

一

肱
川
小
学
校
は

1

:
0
5
`
〗
〗
‘
い
特
｀
口

(58
オ）

藤
原
左
喜
胄
二

鉄

筋

四

階

建

が

多
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

泉
オ
ヨ
リ
さ
ん

一

専
用
の
教
室
で
勉
強
で
ぎ

食
堂
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

(73
オ）

土
居
博
内
さ
ん

ま

ず

、

小

学

校

は

、

ど

な

り

ま

す

。

そ
し
て
、
児

(68
オ

）

て

、

教

育

機

器

の

普

及

に

よ
り
、
校
内
テ
レ
ビ
放
送

浜
田
吉
春
さ
ん
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
現
童
数
も
、
千
数
百
人
と
大

(
86
オ）

冨
永
ト
ヨ
さ
ん
在
の
五
つ
の
小
学
校
が
統
巾
に
増
加
し
、
に
ぎ
や
か
等
が
発
達
し
、
授
業
は
、

,＇ー
(81
オ

）

合

さ

れ

、

肱

川
小
学
校
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
校
テ
レ
ビ
に
よ
る
も
の
が
多

舎
は
鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー
ト

く
な
り
ま
す
。
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国
立
公
園
の
誕
生

鹿
野
川
湖
を
中
心
に
、
館
等
が
で
ぎ
、
こ
の
公
園

観
光
開
発
が
進
み
、
今
の
は
、
行
楽
を
目
的
と
す
る

県
立
自
然
公
園
か
ら
、
国
だ
け
で
な
く
、
子
供
達
の

立
公
園
と
な
り
ま
す
。
公
勉
強
に
も
役
立
っ
ょ
う
に

園
の
中
に
は
、
動
物
園
、
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

遊
園
地
、
植
物
園
、
博
物

未
来
の
交
通
機
関
に
は
新
幹
線
」
が
通
る
よ
う
に

果
て
し
な
い
夢
が
あ
り
ま
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
滑

す
。

走

路

が

短

か

く

て
よ
い
飛

ま
ず
、
道
路
は
広
く
な
行
機
が
開
発
さ
れ
る
た
め

り
、
車
道
と
歩
道
に
区
分
飛
行
場
も
で
ぎ
ま
す
。

そ

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
地
こ
に
は
、
円
ば
ん
、
コ
ン

子
供
達
は
、
肱
川
町
の
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

域
か
ら
中
心
地
へ
の
交
通
ド
ル
も
飛
ん
で
来
ま
す
。

未
来
を
、
断
片
的
で
は
あ
せ
ん
。

に
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
が
設
ま
た
、
月
ロ
ケ
ッ
ト
も
こ

り

ま

す

が

、

こ

の

よ

う

に

し

か

し

、

人

類

は

あ

と

置
さ
れ
、
通
学
、
通
勤
等
こ
か
ら
発
着
し
、
人
々
は

描
ぎ
ま
し
た
。

二
十
数
年
で
二
十
一
世
紀

に
便
利
に
な
り
ま
す
。
鉄
自
由
に
宇
宙
を
散
歩
し
た

考
え
る
時
間
と
考
え
る
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

道
も
発
達
し
、
肱
川
へ
も
り
、
月
へ
行
け
る
よ
う
に

「
ま
底
ろ
し
の
ミ
ラ
ク
ル
な
り
ま
す
。

と
ぎ
の
落
ち
つ
き
が
な
い
ど
の
よ
う
な
世
紀
と
な
る

た
め
に
、
私
達
は
、
未
来
で
し
ょ
う
か
。
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新

し

い

世

紀

を

に

な

う

、
う
も
の
を
、
じ
っ

り
考
え
て
み
る
こ
と
が
少
世
代
は
現
在
す
で
に
続
々

満
た
さ
れ
た
町
づ
く
り
と
し

都
市
に
集
中
し
て
い
る
す
。
そ
の
た
め
に
、
人
々
な
い
よ
う
で
す
。
で
す
か
と
誕
生
し
成
長
し
て
い
ま

現
在
の
人
口
は
、
地
方
へ
が
は
た
ら
く
工
場
が
ど
ん
ら
、
通
念
を
無
批
判
的
に
す
。
私
達
が
教
育
し
て
い

分
散
し
、
肱
川
町
も
人
口
ど
ん
建
て
ら
れ
ま
す
。
し
受
け
入
れ
、
新
し
い
見
方
る
人
間
、
私
達
が
築
い
て

が
、
大
巾
に
増
え
て
ぎ
ま
か
し
、
こ
の
工
場
は
、
人
一
を
拒
否
し
て
満
足
し
て
い
い
る
産
業
、
私
達
が
設
計

や
自
然
に
害
を
あ
た
え
な
よ
う
に
、
大
き
な
総
合
病
し
て
い
る
地
域
づ
く
り
、

17)
。
今
年
の
卒
業
生
八
七
人

一

、

う

ち

進

学

し

た

人

、

五

七

人

（
六
六
習
）
、
就
職
し
た
人
、

い
安
全
な
工
場
で
す
。
ま
院
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
町
づ
く
り
は
、
そ
の
ま
ま

三
0
人
（
二
四
習
）
。
就
職
者

基
礎
を
形

た
、
町
に
は
、
デ
パ
ー
ト
て
、
人
々
の
生
活
は
便
利
―
二
十
一
世
紀
の

、
く
こ
と
に
な
る

0
大
谷
栄
養
学
級
修
了
式
。
（

の
な
か
に
は
各
種
学
校
で
学
ぶ

に
な
り
満
た
さ
れ
た
町
に
一
成
し
て
し

.

2
.
6
)
年
卜
回
の
う
ち
、
七

図
書
館
、
小
遊
園
地
等
が

回
以
上
出
席
し
た
二
十
六
人
に
人
が
多
い
。
学
校
を
出
て
、
町

で

ぎ

る

厄

か

、

ど

ん

な

病

な

り

ま

す

。

の

で

す

。

修
了
証
書
授
与
。
栄
養
、
カ
ロ
内
に
残
る
人
が
い
る
か
ど
う
か

気

で

も

近

く

で

な

お

せ

る

未

来

は

こ

の

よ
う
な
形

で
、
す
で
リ
ー
摂
取
置
の
計
算
、
料
理
実
。
女
子
は
、
結
婚
適
令
期
に
、

に
現
在
の
習
を
修
了
し
家
庭
に
お
け
る
腕
一
度
は
帰
郷
す
る
の
は
確
実
。

中
に
は
ら
前
に
期
待
。

x
 

x
 

ま
れ
て
い

ま
す
。
二

0
野
う
さ
ぎ
駆
除
反
省
会

(
5

.19)
。
桧
、
杉
の
大
敵
野
う

〇
消
防
団
出
初
式
。
酷
寒
の
な

十
一
世
紀
か
、
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
作
で
日

の
設
計
は
頃
の
訓
練
を
披
露
。
（
2
．
11
さ
ぎ
退
治
の
た
め
、

猟
友
会
員

に
よ
り
特
別
駆
除
実
施
。
二
月

x
 

今
現
在
か

ら

す

で

に

二

0
日
か
ら
十
五
日
間
に
射

I

0
高
令
者
林
産
物
栽
培
作
業
閣
め
た
野
う
さ
ぎ
は
一
九
0
羽、

始

。

猟

期

内

の

五

八

四

羽

と

合

せ

て

取
り
組
ん

て
し
カ
オ
く
正
山
老
人
ク
ラ
ブ
、
つ
つ
じ
苗
七
七
四
羽
が
受
難
。
猟
友
会
員

ば
な
ら
ぬ
の
植
付
（
2
．
23)
。
造
成
し
に
深
謝
。

重
要
課
題

た
九
砂
ー
の
畑
に
三、

0
0
0本

と
い
え
ま
（
一
年
生
ー
三
年
生
各
一
、

0

x

〇
各
小
学
校
卒
業
式
。
町
内
五

す
。
結
局

0
0本
）
。
来
年
植
付
け
予
定

つ
の
小
学
校
を
巣
立
っ
た
生
徒

地
に
は
、
じ
ゃ
が
芋
六
〇
熙
を

植
え
て
活
用
。

肱
川
町
の

未
来
は
、
来
年
に
は
、
ク
ラ
プ
に
収
入
が
は
七
七
人
。

(
5
.
2
5
)

x
 

今
の
肱
川
と
、

国
旗
を
掲
げ
て
大
活
躍
。

町
民
一
人

x
 

一
人
が
作

0
正
山
婦
人
会
。
七

0
人
が
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
三
台
で
、
町
内
の

0
小
藪
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
し

施
設
を
視
察
。
部
落
の
名
前
は

い
た
け
種
菌
植
込
作
業

(
4
.

ら
ね
ば
な

°

聞

い

て

い

て

も

、

見

る

の

は

初

5
)
。
三
月
五
日
に
整
地
し
た

り

ま

せ

ん

め
て
。
遠
距
離
通
学
生
が
多
い

敷
地
に
一
、

0
0
0本
の
原
木

の
は
、
正
山
ば
か
り
で
な
い
。

を
ふ
せ
込
ん
だ
。
こ
こ
で
も
作

業
日
に
は
、
国
旗
が
掲
げ
ら
れ

「
百
聞
一
見
に
し
か
ず
」
。
今

て
い
る
。

年
は
、
観
光
地
へ
の
旅
行
を
止

x

め
て
町
内
旅
行
の
計
画
が
大
成

〇
肱
川
中
学
校
卒
業
式

(
5
.
i
功
と
評
判
。

(
4
.
5
)
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り

い
だ
ろ
う
な
あ
と
夢
み
て
い

肱
川
の
百
年
後
、
ど
う
な
i

ま

す

。

る

で

し

ょ

う

。

私

は

、

自

然

i

]

私

の

願

，

し

か

し

、

栄

え

す

ぎ

て

も

が

こ

わ

れ

て

い

く

よ

う

な

気

{

困
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
心
の
が
し
ま
す
。
私
は
、
百
年
後
．

i

｛
中
野
小
六
年
村
田
順
子
安
ら
ぎ
を
あ
た
え
て
く
れ
る
の
人
々
も
、
自
然
を
守
っ
て
i

こ
の
美
し
い
自
然
が
な
く
な

.
i
「
肱
川
、
肱
川
」
。
海
底
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

。

~

〗
〗
〗
亭

□9

〗
〗□

呵
私
は
、
肱
川
が
、
ま
す
ま
る
か
ら
で
す
。
肱
川
の
未
来
も
、
こ
の
美
し
い
肱
川
の
緑

i

ー
す
栄
え
て
便
利
な
生
活
が
出
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
、
想
と
太
陽
は
、
い
つ
ま
で
も
の
研

工
哀
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
像
も
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
こ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
．i

ご
年
た
、
子
供
達
の
遊
園
地
に
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
大
切
な
す
。

＇
は
、
か
わ
っ
た
遊
び
を
す
る
自
然
を
、
私
達
は
、
今
こ
わ
．
~

亡
遮
具
な
ど
が
出
来
て
、
楽
し
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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ひじかわ （第36号） （2) 

手
数
料
が
五
月
一
日

か
ら
上
が
り
ま
す
。

法
律
の
改
正
で
戸
籍

謄
抄
本
な
ど
の
手
数
料

が
枚
数
に
関
係
な
く
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま

す。

戸
籍
抄
本
を
一
通
く
だ
さ
い

ハ
イ
、
二
0
0円
で
す

妊

婦

検

診

と

II

予
定
表
つ
き
カ
レ
ン
ダ
ー
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
II

確
定
申
告
に
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0
生
後
三
箇
月
以
上
の
犬
は
、
辺
は
、
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

恵
ま
れ
て
い
る
が
、
と
し
よ
り

必
ず
登
録
し
、
年
二
回
予
防
注
〇
飼
い
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
け
い
れ
ん
性
便
秘

0
不

用

犬

の

回

収

四

月

二

十

五

日

は

、

や

っ

ば

り

孫

と

一

諸

に

暮

毎

月

第

二

火

曜

日

（

森

本

中

野

相

談

員

ら

す

の

が

、

し

あ

わ

せ

じ

ゃ

ろ

午

前

十

一

時

ま

で

に

役

う

。

」

射

を

受

け

ま

し

ょ

う

。

し

ま

し

ょ

う

。

場

へ

）

五

月

五

日

便

秘

の

多

く

は

、

弛

緩

（

し

か
ん
）
性
便
秘
と
い
っ
て
、
大

「
と
し
よ
り
の
医
療
費
（
公

0
長
い
鎖
で
つ
な
い
だ
り
、
玄
不
用
犬
は
、
役
場
で
買
い
上

費
負
担
制
度
）
は
続
け
て
貰
い
関
へ
つ
な
ぐ
の
は
、
止
め
ま
し
げ
ま
す
か
ら
、
毎
月
第
二
火
曜
腸
運
動
減
退
に
よ
る
も
の
で
す

0
不

燃

物

の

収

集

福

田

堀

尾

相

談

員

、

老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
長
戸
匠
疇
:
二
い
い
口
疇
疇
閂
[
O。
他
人
に
迷
惑
を
与
え
ま
日
の
午
前
十
一
時
ま
で
に
役
場
が
、
そ
の
反
対
に
大
腸
の
運
動

収
集
地

区

宇

和

川

地

五

月

十

五

日

は

毎

月

）

ま

で

連

れ

て

ぎ

て

下

さ

い

。

（

高

進

に

よ

っ

て

、

け

い

れ

ん

性

区

（

下

上

鹿

野

川

部

落

谷

本

兵

頭

都

谷

相

談

員

ぎ

・

五

月

八

日

、

十

三

収

集

日

五

月

十

四

日

五

月

二

十

五

日

時

三

十

分

ー

十

五

時

三

江

～

朋

葬

{

さ

ん

が

あ

つ

た

の

で

は

…

…

口

O
犬
を
つ
な
ぐ
場
所
や
そ
の
周
印
鑑
持
参
?
↑

5

収
縮
を
お
こ
ビ
腸
内
容
の
進

行
が
妨
げ
ら
れ
る
た
め
に
お
こ

（

前

日

、

所

定

の

場

宮

本

下

石

相

談

員

と
こ
ろ
・

肱
川

町

公

民

館

「

年

金

も

続

け

て

も

ら

わ

に

る
便
秘
が
、
け
い
れ
ん
性
便
秘

ぁ
い
け
ん
な
あ
。
百
姓
こ
そ
食

う

の

に

困

ら

ん

が

、

ま

ち

の

者

丸

山

公

園

各

団

体

の

協

力

を

得

て

次

の

行

所

ま

で

）

と

こ

ろ

肱

川

町

公

民

乳

児

健

康

相

談

白

石

部

落

一

和

二

十

三

年

農

業

協

同

組

合

の

。

』

｛

疇

雀

二

喜

戸

厄

パ

館

と

き

五

月

二

十

四

日

、

の

三

好

朋

義

発

足

に

伴

い

、

農

業

共

済

組

合

（

と

し

よ

り

）

は

、

年

金

が

な

で

す

。

時

間

九

時

ー

十

六

十

三

時

ー

十

五

時

、

一

長

に

就

任

。

鹿

野

川

園

地

事

が

催

さ

れ

ま

す

。

こ

の

便

秘

は

、

こ

ろ

こ

ろ

し

の
つ
つ
じ
が
つ
つ
じ
を
見
る
つ
い
で
に
ち
た
、
う
さ
ぎ
の
糞
状
か
、
ま
た

六

月

）

毎

週

火

曜

日

さ

ん

（

七

i

ノ
一
そ
の
後
、
煙
草
耕
作
組
合
や
か
っ
た
ら
食
う
て
い
け
ん
の
じ

オ
）
は
、
戦
酪
農
組
合
に
も
勤
め
た
。
ゃ
な
か
ろ
う
か
。
」

と

金

曜

日

時

と

こ

ろ

肱

川

町

公

民

館

i
!
‘
‘
、
、
i
l
‘
‘
‘
‘
、
ー
ー
、
、
、
、
、
！
＇
‘
‘
‘
‘
、
I
I
‘
‘
‘
、
i
9
‘
‘
‘
‘
、
!
！
‘
‘
‘
、
i
l
‘
‘
‘
、
i
l
‘
‘
‘
‘
、
9
ー
、
‘
‘
、
i
9
‘
‘
‘
‘
、
9
9
‘
‘
‘
、
i
l
‘
‘
、
、
、
ー
ー
、
‘
‘
、
i
l
‘
‘
、
前
に
は
、
農
昭
和
四
十
六
年
か
ら
、
大
谷
い
ま
、
一
部
の
老
人
ク
ラ
咲
ぎ
は
じ
め
よ
っ
と
行
事
へ
の
参
加
も
い
か
は
数
珠
（
じ
ゅ
づ
）
状
の
便
に

老

人

ク

ラ

ブ

会

長

と

し

て

、

四

プ

で

は

、

共

同

で

し

い

た

け

ま

し

た

。

な

り

ま

す

。

一
下
嵯
峨
谷
は
地
形
的
に
恵
幸
い
栗
に
は
適
地
で
良
質
ら
れ
た
が
附
近
に
な
く
遠
方
~

便
秘
を
治
す
に
は
、
繊
維
の

が
で
し
ょ
う
。

十
＼
年
か
ら
は
、
肱
川
町
老
人

業
の
か
た
わ

一

~
ま
れ
ず
県
道
北
平
大
洲
線
よ
の
も
の
が
生
産
さ
れ
評
判
が
よ
り
運
び
献
上
し
た
と
こ
ろi

多
い
野
菜
、
く
だ
も
の
を
た
＜

ー
り
約
二
認
程
上
っ
た
山
の
中
よ
く
将
来
に
か
け
る
期
待
は
気
の
毒
に
思
わ
れ
持
ち
し
杖
m

一

ら

、

大

谷

村

農

会

の

技

術

員

と

）

｀

‘

ヽ

栽

培

や

花

木

づ

く

り

を

し

て

霧
島
、
平

さ
ん
と
る
の
が
よ
い
と
い
わ
れ

-
腹
に
位
置
す
る
。
戸
数
二

0

大
き
い
。
に
て
岩
と
岩
の
間
を
こ
づ
か
二
し
て
、
農
業
技
術
の
指
導
に
あ
〗
い
〗
譴
汀
旦
）
（
“
[
い
〗
し
い
る
が
戸
、
久
留
米

て
お
と
し
よ
り
の
歩
閾
の
統

「
大
谷
で
も
、
み
ん
な
が
出

五
月
、
オ
ン

i

戸
の
集
落
で
全
戸
が
農
家
で
部
落
の
人
は
勤
勉
で
よ
く
れ
て
湧
き
出
た
も
の
と
の
伝
―
た
る
役
か
、
村
議
会
議
員
に
も
、

-

あ

る

が

、

若

い

働

ぎ

農

閑

期

に

は

出

稼

ぎ

、

説

が

残

っ

て

い

る

。

水

は

清

□

出

た

こ

と

も

あ

る

。

ま

す

が

、

け

い

れ

ん

性

の

場

合

”

人

は

勤

め

に

出

建

設

労

務

等

に

従

事

し

経

済

水

で

夏

は

氷

の

よ

う

に

冷

め

ー

一

に

つ

く

し

て

い

る

。

て

、

神

社

の

掃

除

を

始

め

た

が

ッ

ツ

ジ

な

ど

は

、

繊

維

の

少

な

い

、

消

化

の

一

一
肱
川
村
に
合
併
後
も
農
会
に

が
咲
ぎ
み
だ

よ
い
も
の
を
主
に
し
、
腸
に
対

ー
：
ー
ー
て
い
る
人
が
多
的
に
は
裕
福
で
あ
る
。
交
通

k
J

冬

は

ぬ

る

ま

湯

の

よ

う

'

|

お

と

し

よ

り

は

、

い

ま

何

を

ク

ラ

ブ

の

収

入

が

あ

が

る

こ

と

一

ゞ

‘

n

勤
め
、
戦
後
、
農
業
会
に
名
称

れ、

と

て

も

す

る

刺

激
を
除
く
よ
う
に
し
ま

望
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
ー
を
や
っ
た
ら
、
会
費
も
い
ら
ん

i

9

谷

従

事

し

て

、

岩

谷

と

鹿

馬

津

よ

り

農

道

一

、

、

（

会

費

を

と

ら

な

く

て

も

よ

い

す

。

）

よ

う

に

な

る

し

、

や

り

た

い

ぎ

れ

い

で

：
長
と
し
て
勤
め
て
い
た
が
、
昭
一
「
わ
た
し
は
、
さ
い
わ
し

一

る

の

は

林

道

が

出

来

て

便

利

と

な

り

i
”
“

峨

し

寅

ご

が

、

さ

あ

、

み

ん

な

の

気

持

が

す

。

見

頃

は

や

わ

ら

か

い

葉

野

菜

、

牛

乳

そ

ろ

う

か

ど

う

か

：

・

…

。

」

バ

タ

ー

な

ど

が

適

し

て

い

る

わ

たの

連

合

会
で
は
、
趣
味

の

作

品

四

月

二
十

九

け

で

す

。

り
展
示

会
（
四
月

二
十
九
日
ー
五
日
か
ら
五
月
—
精
神
的
な
安
静
も
大
切
で
、

ょ
ぃ
月
五
日
ー
公
民
館
）
が
計
画
さ

三
日

ご

ろ

ま

日

常

生

活

を

規

則

正

し

く

す

る

で

。

こ

と

。

入

浴

は

で

ぎ

る

だ

け

毎

し
た
れ
て
い
る
。

と
い

も
ら
人
口
に
対
し
て
、

老

人

が

占

つ

つ

じ

ま

日

行

な

い

、

ま

た

、

適

度

な

運

費
も
め
る
割
合
は
、
年
々

増

え

て

き

つ

り

は

四

月

動

も

忘

れ

ず

に

、

食
事
制
限
を

i
三
□

[

`

ヵ

改

め

ら

れ

て

ヵ

ら

は

田

会

月
i

の
少
な
い
所
で
戦
前
戦
中
は
に
電
話
が
つ
い
て
そ
の
必
要
気
を
覚
え
る
程
の
納
涼
を
誘
-

療
て
て
い
る
な
か
で
、
私
た
ち
は
、

ー

医

け

す

る

前

に

、

医

師

の

診

療

を

求

4

7
原
野
を
開
墾
し
桑

園

を

つ

く

も

な

い
。
道
路
の
終
点
に
あ
う
の
で
大
変
喜
ば
れ
る
。

る
「
寺
川
」
の
水
は
岩
と
岩
路
面
の
悪
い
こ
と
で
有
名
—

め
、
自
分
の
便
秘
の
症
状
が
ど

年
i

り

養

蚕

が

盛

ん

で

あ

っ

た

い

ま

、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
考

二
十
日
か
ら

も
続

金
に
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と

五
月

五

日

ま

の

タ

イ

プ
に
は
い

る
か
を
見
定

ー
一
が
、
今
は
養
蚕
農
家
も
僅
か

と
の
間
よ
り
湧
ぎ
水
量
も
多
だ
っ
た
道
路
も
昨
年
敷
砂
利

[

5
,
 

年
め
・

日

ニ
二
戸
を
残
す
だ
け
と
な
り
、
く
澄
み
ぎ
っ
た
ぎ
れ
い
な
こ
を
し
て
雨
の
日
で
も
楽
々
と
一

禾
i

農

地

は

大

部

分

が

栗

園

と

な

と

で

有

名

で

あ

る

。

昔

、

弘

車

が

走

る

よ

う

に

な

っ

た

の

一

ぎ

が

ぎ

て

い

る

の

で

は

な

い

で

で

で

す

が

、

め

、

医
師
の
指
示
に
従
い
ま
し

開

了

て

い

る

。

法

大

遍
歴
の
折
、
水
を
求
め
で
安
心
し
て
来
て
ほ
し
い
。

i

し

ょ

う

か

。

そ

の

期

間

中

よ

う

。

.i
'
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見頃は4月29日から5月3日まで
鹿野］llつつじまつりへいらっしゃい

つつじまつり期間中に行われる主な行事

行事 開催日時

川柳大会 4月29日10時～16時 1 肱川町公民館

の た

野点て茶会
5月2日11時～16時 鹿野川園地

I のど自慢 5月5日13時～15時 I鹿野川圏地

場 所
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；・ る題く産開 ．．：三 ：； ， 林農林売同本：：
．：研のす業口 果業苗研志藤｝
；究ーこ収一 樹経木究会寿i； 型つと入番
: 努でがと‘活 しの ：， 、ヽ ふ岱

アニニ-:；、今.^・ 花営組同々さ；零

・ 、•Y・．裟ぶゃ• ・ •・．：·.喜｀； ， 〗＇·` 軍経販木の合志長ん·;
．互 力あ政の農ーて体 、 ：二[̀..こ, 生営売苗基副会‘は．：
i 家る治不業年議験 ．‘̀． ”:、`:，.〗 活しをの礎会副県肱；．
: でとの均収‘員を ；冷；さ ．， .s 炉人•; +‘永生と長会栗川：．
： あ強重衡入会生通 臼・`渇賃：：忍‘:•••• ：? 9 :．噂

•ぶンど、、：］ 年海年産なな長生町:

旦 1 うての 要 冬＇＇ 、 野と入土栗現改 I ~ 
砂永 l有゜一農農で 菜えの地し在善農農：
：地年設機歩業業あ なば上面いの事構業：、
：力化置質解収後る 、 ど温が積た林業事経．ぎ
濯学が肥 決入継° の室るがけ業を業営；
．；下肥急料すの者 杉公本藤寿さん早農農少生‘推とに；
：耕料務配る増問 期業業な産煙進小つ｀；
環の I給 も加題 経し来売物ど栗たり販の経く と草す規い；
：の使セ のにも 営たをな加の山け入売果営て共養る模て；
這用 ン とよ以 が農見ど工農菜のれを樹にもに蚕中農 I:. 
i力に夕思つ上 必業越将販産なこ‘取‘た収‘‘で構 ；・

｛多現れへしのい員地 Iいエ処る直よに 置に質要の設理回；
置在松子ておかと区鹿町る場理°ち底ま 畜が肥肥望近のを復！． 
． ：な夫山供い役しし民野議とのを乳にしで産望料料す代設兼 と：
揮豆婦市さるにてての）Ii会思実ー牛取公そ公まのエる化置ね畜§
：日ででん°立少今推地議う現貫養り共の害れ配場ーをにた産：
；での独三 ちしま薦区員°をし豚組団影はる給の石進よ有公：：
這農立人 たででにのと 強て農む体ぎ自°セ実二めり機害：．
這園しは いものよ農な く行家必とよ然 ‘ノ現鳥全農質の:;
{ 0経てそ と皆経つ家つ 望うも要しうの 夕との農業肥糞:
ドノ営おれ 努さ験てとて ん肥糞がてを河 l同有家経料尿t
； でりぞ 力んを議同 I で料尿あもお川 設時機の営施処．；
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